
1.はじめに
美術やデザインの分野における従来の色彩教育は、

マンセルなどの表色系を用いて色の属性について学び、
色彩調和を目で見て判断できるようになるまで実習を
繰り返すという、感性に頼る学習方法が主流であった。
他方、今日、コンピュータのアプリケーションでは、色を
カラーモードの数値で指定する。そのため、配色につい
てはマンセルなどの表色系を意識しながら色彩調和を
計画し、実際の色は RGBなどで決めることになる。
そこで、マンセルとRGBなどの色の体系を直接的に
結びつけ、学習者に客観的な指標として提供できれば、
色を定量的に把握する学習を通して、感性に頼らない
色彩教育が構想できるのではないかと考えた。
本研究は、デジタル環境下での色彩教育のための基
礎研究として、数値情報に基づく色彩調和概念を学習
者に提供する方法の考案を意図するものである。

2.色彩調和の概念とL*a*b*カラーの利用
色彩調和の概念や理論は様々に提唱されているが、
基本的に、色相・明度・彩度の各属性における同一・
類似・対称などの関係を基準とする。今回は、RGB値
で色を指定する際、マンセル表色系に基づいた色相・
明度・彩度の関係を数値を介して可視化することを試
みた。そのために、HSVなどをはじめとするいくつかの
カラーモードを比較検討した上で、L*a*bカラーの値を
中間的に利用することにした。マンセル表色系と似た色
の体系で、公開されているマンセル表色系のデータ［1］
から算出が可能であり、かつ、RGB値からも計算によっ
て変換できるからである。
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マンセル表色系の明度は、L*a*b*カラーの Lの値に
比例的に対応する。また、等明度の色を aとbを直交
軸とした座標にプロットすると（図 1）、原点が無彩色の
色となり、等色相の色は原点から放射線状に、等彩度
の色は原点から同心円状に並ぶことになる。また、座
標上の 2色間の距離が、知覚的な色差に近似する。

RGB値をL*a*b*値に変換しL値を参照することで、
マンセル表色系に応じた明度の同一や対象などの判
別・分類が可能であり、a値とb値による各座標と原点
との角度と距離を参照することで、色相や彩度の同一
や対象などの判別・分類が可能である。

L*a*bカラーを中間的に利用することで、RGB値で
色を指定する際に、従来の色彩理論に即した色彩の調
和状況を可視化し、学習者に提供できるのではないか
と考えた。そこで、色の属性やその差を可視化するプロ
グラムの検討を試みた。

3.検討プログラム
3.1　プログラムの設計
プログラム作成の目的は、L*a*bカラーを利用した三
属性の分類の妥当性や、学習者への提供方法を検討
するためである。また、調和に関する情報を実際に可
視化する際の問題点などを探るためである。
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図 1　マンセル表色系（v5）とL*a*bカラーの対応
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明度に関しては、L*a*bカラーの L値を基準として、
類似の明度でグループ分けし、レイヤーごとに表示する
プログラムを作成した（図 2）。任意の数の色をランダム
なRGB値で作成し、マンセル表色系で類似すると考え
られる明度でまとめて表示するプログラムである。グルー
プ化においては、通常、v1、v2...という記号で示される
マンセルの明度値を基準とし閾値を定めた。

色相に関しては、L*a*b*カラーの座標と原点との角
度により、また、彩度に関しては、L*a*b*カラーの座標と
原点との距離により、2色間の色相差・彩度差を算出、
表示することを試みた（図 3）。

3.2　プログラムの評価
明度に関しては、一定の範囲でグループ化することで
同一・類似・対照の明度の集合を示すことが容易で
あった。反面、閾値の取り方によって、境界上の色が
別の明度のグループに分類される際に違和感が生じる
ことも判明した。これは単に閾値の設定の問題にとどま
らず、基準色を設定する必要性や、複数の色が用いら
れた配色の場合、何をもって明度の調和と定義するか
の問題として課題が残った。
色相差の判別においては、他方の彩度が低い（無彩
色に近い）場合に、実際よりも色相差が大きいと判別さ
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れてしまうため、低彩度の色は別個に処理する必要が
あることが分かった。また、色相差、彩度差の双方にお
いて、差と併せて、使用色の傾向（全体的に赤味より、
高彩度よりなど）を可視化する必要性も示唆された。

4.まとめ
L*a*b*カラーを利用することで、RGBカラーをマンセ

ル表色系に基づいた数値的な尺度で判別・分類するこ
とができ、色彩調和の概念を客観的に提供する方法の
実装と検討に着手することができた。また、例えば、各
色相の等彩度の範囲は異なる（図 1で等彩度の範囲は
正円ではない）が、色相ごとの係数設定や、色が等彩
度の多角形の領域内にあるかを判定する幾何学的処理
の可能性など、判別・分類をより精緻にする方法を探る
ことができた。
課題としては、まず、具体的な色彩調和論の参照が

検討すべき事項である。例えば、ムーン＆スペンサーは、
マンセル表色系で調和する同一色相は 1度以内、類似
色相は 25度から43度の範囲などと定めているが［2］、
そのような色彩調和論の参照の必要性や妥当性含めて
検討事項である。また、マンセルに依拠せず、L*a*b*
カラーだけで可視化を行うことも考えられる。その場合は、
色彩調和をL*a*b*カラーだけで説明することが可能なの
かという検証作業が併せて必要になるだろう。
今後は、実際に配色実習に活用できる学習者への

提供方法を構想する予定である。現段階では、配色を
学ぶ eラーニングコンテンツとして、今回の可視化を精緻
にしたグラフやダイアグラム表示などの機能を実装するこ
とを計画している。色の指定や学習の途中段階における
配色状態の提示や、実習状況を含めた学習コンテンツ
の評価を行うことで、色彩教育に数値情報を活用するこ
との有用性を検証したいと考えている。

謝辞
本研究は JSPS科研費 18K11963の助成を受けたも

のである。

図 2　類似明度による分類の検討

図 3　色相差、明度差、彩度差による分類の検討
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